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1 はじめに
IT技術の急速な発展により，小型・高性能な情報機
器が容易に利用可能となった．これに伴い，家庭を始
めとする生活空間の中の様々な場面において，高度な
情報化が進んできている．しかし一方で，これらの変
化の影響を受け，デジタルデバイドに代表される情報
格差等の新たな問題が生じ，今後の情報化社会を支え
る新たな技術の発達が求められている．
本研究では上記の課題を踏まえ，日常生活の充実化
を目的とした支援システムを提案する．具体的には，
生活支援の事例として (a)家庭内におけるタスク分担
支援，(b)日常生活の情報管理支援が挙げられるとし，
これらを実現するための以下のシステムを構築した．
• 家事分担支援システム :
家庭における家族のタスク分担支援ツールの提案

• 日常生活情報検索システム :
ユーザの行動履歴情報を用いたデータ管理の提案

2 関連研究
関連研究として，家庭生活の支援ツール関する研究，
情報管理に関する研究の 2つが挙げられる．家庭を対
象とする Smart Homeの研究は，ユビキタス分野にお
いて様々な取り組みがある [1]．特に家庭用グループ
ウェアの研究が盛んに行なわれており，TODO管理や
スケジュール管理等，家庭内の情報管理に関する研究
は数多く存在する [2][3]．一方，情報管理の分野におい
ては，データの効率的な整理・管理を支援するコンセ
プトが数多く提案されており [4][5]，新しいフィールド
を対象とした情報管理への可能性が示唆されている．

3 日常生活空間支援システム
3.1 家事分担支援システム
共働き家庭等において，効率的な家事分担は非常に
大切な要因である．本システムは家庭内情報の共有及
び家事分担支援を行い，家庭生活の充実化を促進する．

3.1.1 提案内容
本研究では，家庭の家事分担において必要とされる
支援要素を，(a)家事に関する情報共有支援，(b)家事
状況情報の提示，(c)適切な家事の推薦，(d)家事のノ
ウハウ情報の提示，(e)家事へのモチベーション向上
支援の 5つであると仮定し，これらを解決するための
以下の４つのサブシステムを提案する．

• 伝言メモシステム
家事タスク TODO管理・適切な家事の自動推薦

• 家事報告システム
家事分担状況の管理・モチベーション向上支援

• ノウハウメモシステム
家事に関するノウハウ管理，家庭内情報共有支援

• 家事集計システム
家事行動履歴に基づく家事分担状況の集計・提示

図 1にシステムのインタフェースを示す．本システ
ムは，家庭内での利用を考慮し，従来の「家庭用ホワ
イトボード」の操作感を模したデザインを採用した．
ユーザ側の操作はすべてペン入力のみで行えるように
し，キーボード等による文字入力は一切行なわない．

図 1: システムのインタフェース

3.1.2 評価実験
提案システムの有用性を検証するため，実際の家庭
において一定期間の使用実験を行なった．実験後の調
査では，今まで家事に非協力的だった家族の家事への
意識が変化した等の意見が挙がり，本システムの使用
前後で家事に対する意識量や実際の家事の分担比率に，
良い変化が見られることがわかった．

3.2 日常生活情報検索システム
家庭内で管理される情報として，家族旅行の写真や，
子供の学校行事のメモ，買い物のチラシ等，様々なもの
が考えられる．本研究では，日常生活に関する情報の
管理等，通常のカテゴリ分類に基づく階層化方式では
整理しにくいような情報を，個人が経験したイベント
等に結びつけて管理を行う．これにより，従来のデー
タ管理方式よりも直感的で柔軟な検索を可能にする．

3.2.1 提案内容
本研究では，ユーザのスケジュール情報と PC内の
ファイル間の関連性を用いたデータ検索システムを提
案する．従来の検索システムがファイル名や保存場所
等をクエリとしていたのに対し，本システムでは，ユー
ザの行動履歴をクエリとして情報検索を行なう．シス
テム利用例としては「旅行の写真を探したい」という
要求に対し，「旅行」というイベントをクエリとして，
要求する写真ファイルを取り出すことが可能となる．
提案システムの実現にあたって必要な要素は，(a)
ユーザのスケジュール情報の解析，(b)イベント情報
とファイル間の関連性抽出，(c)検索インタフェース
の 3つである．以下で，これらについて順に述べる．
3.2.2 スケジュール情報の解析
本システムでは，ユーザのスケジュールデータに対
しイベントカテゴリへの分類を行ない，その後，解析
されたイベント情報を用いてユーザの行動とファイル
間の関係性を解析する．なお，ここでのイベントとは，
旅行，授業，バイト等の日常生活の行動のことを指す．
本研究では，カレンダーに蓄積されたスケジュール
データを，以下の 6つの要素を用いてクラスタリング
を行なうことで，ユーザの行動を分類・管理する．

• 時間に関する情報 : 日時，所要時間，時間帯
• 内容に関する情報 : タイトル名，場所，キーワード



クラスタリングについては，本研究では，イベントの
クラスタリングに適した方法として，事前に教師デー
タとして一定量のサンプルイベント (旅行，授業，バ
イトなど)を与えた上で，それに当てはまらなかった
データについて，似た事象同士を集めて新たなカテゴ
リを生成する，という方法を用いた．
最後に，解析処理の実験結果についての考察を行な
う．表 1は，2人の被験者それぞれの 6か月分のスケ
ジュールを解析した結果である．表 1の通り，本手法
を用いることで高い精度での解析処理が実現できた．

表 1: イベントカテゴリのクラスタリング実験結果
被験者 事象数 完全正解率 内容一致率

被験者 A 39件 78% 94%

被験者 B 78件 84% 100%

3.2.3 イベント・ファイル間の関連性の抽出
本システムは，旅行と jpg，授業と pdfといった事
象間の関連性を用いてデータ検索を行なう．データ間
の関連性の定義を行なう方法には，事前知識を与える
方法と，ユーザの行動履歴を用いて自動抽出する方法
が考えられるが，事象間の関連性は各個人によって幅
広いものであるため，事前知識による定義は適さない．
そこで本研究では，各事象間における時間的な前後関
係を比較することで，互いの事象間の関連性を算出す
る手法を提案する．抽出する関係は，(a)直接的関係：
時間的距離の類似による関連性，(b)推移的関係：時
間的性質の類似による関連性の 2種である．

(a)時間的距離の類似による関連性 (直接的関係)
直感的に，あるユーザが旅行中にいつも多くの写真
を撮影する場合，そのユーザにとって旅行イベントと
jpgファイルの間には強い関連性があると判断できる．
そこで本研究では，時間的距離が近い事象同士ほど内
容的に関連する可能性が高いと仮定することにより，
データ間の関連確率を算出する．具体的には，各事象
のインスタンス (スケジュールデータとファイル利用
履歴)の時間距離の平均を算出することで，各事象間
の関連確率を計算する．
ある事象 Sと T の時間距離の関連性抽出は，次の式
を用いて計算する．

Reltime(S, T ) =
1

Ns

Ns∑
i=0

1
Nt

Nt∑
j=0

ftime(si, tj) (1)

ここで Ns，Nt は，各事象のインスタンス数を示し，
ftime(si, tj)は，事象 S と T の各インスタンスの間の
時間距離に基づく関連確率を表す．ただし関連確率は，
上記の仮定に基づき，時間的な距離が近いほど高い数
値となり，数日以上離れている場合 0に近づくものと
して，正規分布の確率密度関数を用いて計算を行なう．

(b)時間的性質の類似による関連性 (推移的関係)
次に，推移的な関係の抽出についてである．例えば
あるユーザが旅行中に写真を多く撮り，さらに，飲み
会中にも同様に多くの写真を撮るとする．すると，旅
行と飲み会という事象は直接的な関連性は薄いが，互
いに jpgファイルとの関連性が高いため，この 2つの
事象も関連があると言える．そこでこれらの推移的な
関係性を，上で述べた直接的関係性を用いて算出する．

総数m個の事象のうち，事象 P とQ間での推移的
関連性計算は，KL情報量を用い，以下のように表せ
る．ただし，pi，qiは，あるひとつの事象との直接的
関連性スコアを表す．

DKLdiv(P,Q) =
m∑

i=1

pi · log
(

pi

qi

)
(2)

以上の 2種の関連性抽出処理を用いることで，事前
知識を使わずに，各事象間の関連性を抽出することが
出来る．なお，本手法を用いて発見された関連性の例
として，(a)直接的関係については，gifと jpgの類似
度が高い等の結果が抽出され，(b)間接的関係として
は，旅行と帰省イベントの類似度，pdfと docファイ
ルの類似度がそれぞれ高い等の結果が抽出された．

3.2.4 検索インタフェース
図 2にシステムの検索インタフェースを示す．本シ
ステムでは，ユーザがデータ間の関連を辿ることで情
報検索を実現する．システムは，提示されたクエリの
事象を中心として，それに関連しているデータ群を先
述の関連性スコアを用いて取得し，ユーザへ提示する．
図 2の例では，旅行イベントをクエリとして入力し，
時間的・内容的に関連している jpgファイルを取得し
ている例である．

図 2: 検索インタフェース

4 おわりに
本稿では，生活空間を支援するシステムを提案し，
それぞれの機能についての考察・検証を行なった．今
後は，より深い考察と検証を行い，提案システムの実
利用の実現を目指したい．
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